
 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善箇所説明図 

燃料タンクにおいて、取付け構造が不適切なため、悪路等を繰り返し走行すると、燃料タンクの前方右側

取付け部付近に過大な力が加わり、亀裂が生じるものがある。そのため、そのままの状態で使用を続ける

と、亀裂が進行し、最悪の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

改善の内容：全車両、燃料タンクの取付け構造を変更する。 

      また、型式、車台番号に応じて①もしくは②を併せて実施する。 

① 燃料タンクを新品に交換する。 

② 燃料タンクを点検し、ガソリン漏れが認められるものは、新品に交換する。 

 

不具合発生箇所  

燃料タンク 

車両前側 

識別：車両左側のサイドスタンド取付け部付近に白ペイントを塗布する。 

注：      は交換または点検する部品を示す。 

 

は追加する部品を示す。 

 

は交換する部品を示す。 

 

改善前 改善後 

グロメット 

前方右側 
前方左側、後方右側・左側（黒○部３箇所） 

改善前 改善後 

スペーサ
ー 

ボルト 

※ボルトを廃止し、 

グロメットを追加する。 


